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（会議経過） 
発 言 者 議 題  ・  発言内容  ・  決定事項 

○事務局 
 
 
 
 
○事務局 
 
 
 
 
○事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本日は、大変お忙しい中、成東町・山武町・蓮沼村・松尾町合併協定

調印式にご臨席いただきまして、まことにありがとうございます。私は、

本日の司会進行を務めさせていただきます、山武中央合併協議会事務局

長の小川と申します。どうぞよろしくお願いします。 
（拍 手） 

 それでは、ただいまより成東町・山武町・蓮沼村・松尾町合併協定調

印式を始めさせていただきます。 
開式に当たりまして、成東町・山武町・蓮沼村及び松尾町の合併協定

調印に至るまでの経過について、合併協議会事務局次長よりご報告申し

上げます。 
 合併協議会事務局の榎本でございます。 
 それでは、４町村の合併に関するこれまでの経過につきまして、私の

方からご報告をさせていただきます。 
 本日お配りをいたしました合併協定調印式とあります水色の資料をご

覧ください。この資料を開いていただきますと、左側に本日の次第がご

ざいまして、右側のページに成東町・山武町・蓮沼村・松尾町の合併に

関するこれまでの経過を記載してございます。主な部分についてご説明

させていただきます。 
 まず、平成14年10月24日に山武郡内の１市５町１村をもって合併重点

支援地域の指定を知事に申請し、10月28日に合併重点支援地域の指定を

受けたところでございます。本日めでたく調印式を迎えるまでには、皆

様ご承知のとおり、さまざまな経過があったわけですが、これをもって

本地域の合併に関する協議が始まったところでございます。 
 また、平成15年４月１日には東金市・九十九里町・成東町・山武町・

松尾町による山武地域合併協議会を設置し、その後、５月28日に蓮沼村

が加入をされ、１市４町１村による合併協議が本格的に進んだところで

ございます。１市４町１村の合併協議においては、約１年半にわたり、

おおむね月に１回のペースで法定協議会を開催するとともに、重要な項

目については各種小委員会を設置し、協議を重ねてまいりました。これ

により、そのほとんどの協定項目が決定し、合併調印、合併申請を目前

としておりましたが、昨年11月28日に東金市で実施された１市４町１村

の合併の是非を問う住民投票の結果を受け、同協議会が解散されること

となりました。しかしながら、現下の国、地方を取り巻く厳しい経済状
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況の中で、現行の行財政運営を維持し、さらに地方分権時代に対応した

活力のあるまちづくりを推進していくためには、合併は避けて通ること

のできないものであるという強い共通認識のもと、本年１月に、本日調

印を行います４町村による山武中央４町村合併任意協議会を立ち上げ、

翌２月10日には、法定協議会であります山武中央合併協議会を設置いた

したところでございます。 
 ２月14日に開催されました第１回の協議会においては、平成16年度の

事業計画や予算のほか、合併の方式や合併の期日、新市の名称、事務所

の位置等について協議をいたしました。 
 また、２月23日の第１回の臨時協議会では、新市名称について、各町

村400名ずつを無作為に抽出し、募集することなどを決定いたしました。 
 また、３月１日の第２回協議会では、平成17年度の事業計画や予算の

ほか、農業委員会の委員の定数及び任期の取り扱い等について協議をい

たしました。また、新市建設計画についても協議決定し、同日付で県と

協議をいたしました。新市建設計画につきましては、３月10日付で県の

同意をいただきまして、その後各町村で住民説明会が行われているとこ

ろでございます。 
 ３月15日には、第３回山武中央合併協議会を開催し、ここで新市の名

称を決定し、これをもって合併の協定に必要なすべての項目の協議が終

了し、晴れて本日の調印式を迎える運びとなったわけであります。 
 次に、協議経過に付随して、これまで協議してまいりました協定項目

の内容についてご説明いたします。合併協定書と書かれました冊子をご

らんください。こちらは、これまで協議を重ねてまいりました51の協定

項目の内容を取りまとめたものでございます。本日は時間の関係もござ

いますので、このうち、１ページの基本４項目と言われます項目につい

てのみ読み上げさせていただきます。 
 １、合併の方式。成東町・山武町・蓮沼村及び松尾町を廃止し、その

区域をもって新しい市を設置する新設合併とする。 
 ２、合併の期日。合併の期日は、平成18年３月27日とする。 
 ３、新市の名称。新市の名称は、山武市（さんむし）とする。 
 ４、新市の事務所の位置。新市の事務所の位置は、成東町殿台296番地、

現成東町役場とする。なお、事務所の機能については総合支所方式を採

用し、将来は本庁方式へ移行する。 
 という内容でございます。他の協定項目につきましても、これまでの

協議の中で決定した内容について、そのまま合併協定書の中に記載をし

てございます。 
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○事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○事務局 
 
 
○事務局 
 
○事務局 
 
 
 
○事務局 
 
 
○事務局 
 
○事務局 
 
 
○事務局 
 
 
 
○事務局 

 以上、簡単ではございますが、合併協議の経過につきましてご報告を

終わらせていただきます。 
 続いて、合併協定書への調印に入ります前に、あらかじめ調印の手順

を説明させていただきたいと思います。 
 初めに、成東町長、山武町長、蓮沼村長並びに松尾町長に署名してい

ただきます。署名に際しては、中央の調印席にお願いいたします。 
 調印が終わりましたら、次に立会人のご署名をお願いいたします。成

東町、山武町、蓮沼村並びに松尾町の議会議長の皆様に立会人としてご

署名いただきたいと存じます。その際は、恐縮ですが、同じく中央の調

印席にてお願いいたします。なお、調印する席につきましては、町村長、

議会議長ともに正面に向かって、左から、成東町、山武町、蓮沼村、松

尾町の順となりますので、よろしくお願いいたします。 
 それでは、介添者の皆さん、準備をお願いいたします。 

（調印準備） 
 それでは、準備が整いましたので、これより調印書への調印を執り行

います。町長、村長は、中央の調印席の方に移動をお願いいたします。 
（調印席へ移動） 

 それでは、署名をお願いいたします。 
（合併協定書に署名） 

 以上で、成東町長、山武町長、蓮沼村長並びに松尾町長の合併協定書

への調印は終わりました。それでは、町長、村長は自席にお戻りくださ

い。お願いいたします。 
（自席へ移動） 

 これより、立会人のご署名をいただきたいと存じます。各町村の議会

議長は、中央の調印席の方へ移動をお願いいたします。 
（調印席へ移動） 

 それでは、署名をお願いいたします。 
（合併協定書に署名） 

 ありがとうございました。以上で、立会人の署名は終わりました。各

町村の議会議長は自席にお戻りください。 
（自席へ移動） 

 以上をもちまして、合併協定の調印は滞りなく終了いたしました。 
 ここで、合併調印書の披露を行いたいと存じます。成東町長、山武町

長、蓮沼村長、松尾町長は、中央の調印席の前までお進みください。 
（調印席前へ移動） 

 それでは、調印書を見開きで、会場の皆様に披露してくださるようお
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○事務局 
 
 
 
○事務局 
 
 
 
 
○事務局 
 
 
○大髙成東町長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○事務局 
○松下山武町長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

願いします。写真撮影等、よろしくお願いします。 
（合併調印書 披露） 

 ありがとうございました。 
 ここで、町長、村長の皆さんで、握手をお願いしたいと存じます。よ

ろしくお願いします。おめでとうございます。写真撮影をお願いします。 
（握 手） 

 ありがとうございました。それでは、町長、村長は自席の方にお戻り

ください。 
 この後、主催者挨拶を行いますが、準備のため、しばらくお待ちくだ

さい。 
（準 備） 

 お待たせいたしました。それでは、ここで主催者より皆様にご挨拶を

申し上げます。 
 初めに、成東町長大髙和郎よりご挨拶を申し上げます。 
 皆さん、こんにちは。私は夕べ寝るときは、11時半ごろ、そんなこと

は思わなかったのですが、２時ごろ目が覚めまして、ああ今日は調印式

だなと思うと何かうれしくて、とうとう今朝まで本を読んでしまいまし

た。ある種の達成感を今感じているところであります。議会の承認とい

う大きな課題はまだ残っておりますが、確かに達成感というものに今浸

っているところでございます。 
 「新市立つ 心震える 春霞かな」。今、１句を詠んだところでござ

います。しかし、これからの重い責任を考えると、今日が出発点だと。

そして、その責任を担って、何とか花咲かせていかなければならないと

思っております。ありがとうございました。 
（拍 手） 

 続きまして、山武町長松下浩明よりご挨拶を申し上げます。 
 皆さん、今日はご苦労さまでございます。先ほど経過報告を聞いてい

ましたら、今までの本当に苦労と申しましょうか、頭の中によみがえっ

てまいりました。山武町はこの市町村合併、今日に至るまで首長選挙、

また住民投票等々、たくさんの山を越えて今日に来ました。いろいろ問

題は多い出発でございますが、この山武地域の今後の医療問題、環境問

題、教育問題等々、この地域一緒になってやっていかなければいけない

ことがたくさんあります。ぜひこの４町村力を合わせて、これからやっ

ていきたいと思います。 
 先ほど大髙町長もおっしゃっていましたが、今日が出発点でございま

す。ぜひ皆さん、力をあわせてよりよい地域づくりに励みましょう。よ
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○事務局 
○浪川蓮沼村長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○事務局 
○古谷松尾町長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ろしくお願いいたします。 
（拍 手） 

 続きまして、蓮沼村長浪川瀞一よりご挨拶を申し上げます。 
 皆さん、今日は大変ご苦労さまでございます。長い道のりでございま

した。本当に今日は何か感無量といいますか、よくここまで来たなとい

うような思いでいっぱいでございます。 
 今年の正月明けに、県の知事さんから、もう合併しないと間に合わな

いよということでご指導いただきました。今回の合併に対しまして、堂

本知事さん、県の職員の皆さんには厚く御礼を申し上げたいと、まず第

一に御礼を申し上げたいと思います。そして、今回は６市町村の破綻の

経験を踏まえて、４町村の議会の皆さん、議長、副議長さんが先頭に立

って、４町村の議会が一本化できたこと、これが合併の実現に私はつな

がった大きな要因であろうかと思います。そして、合併委員の皆様方の

努力、本当にありがとうございました。そして、これだけは申し上げた

いんですけれども、やはり４町村の職員の皆さん、小川局長を柱に、こ

の職員の努力を忘れてはならないと私は思います。 
 これから、今言われたとおり、今日からスタートでございます。合併

してよかったなと、そのように住民の皆様方に言われるように、思われ

るように、これからみんなで努力を、更なる努力をしたいと思いますの

で、今後ともご指導を賜りますようによろしくお願い申し上げまして、

挨拶といたします。ご苦労さまでございました。 
（拍 手） 

 続きまして、松尾町長古谷淳よりご挨拶申し上げます。 
 どん尻になりました、松尾町長の古谷淳でございます。 
 今日、めでたく４町村による合併調印式が済みましたことは、ここに

ご出席をいただきました皆様はもちろんでございますが、地域住民の方

の深いご理解とご協力があったらばこそと、住民各位に深く御礼を申し

上げる次第でございます。 
 この経過の中には書かれてはおりませんでしたが、山武郡下全市町村

で合併しようという話を郡の町村会で話したのは平成12年でございまし

たので、もう５年を経過してございます。その中で、ようやく合併にこ

ぎつけたという考えがひとしおでございますが、今３首長さんは今日が

スタートだというお話をしましたが、私は真のスタート、覆して大変申

しわけございませんが、来年の３月27日だろうと思います。どうぞ職員

の方々は、この合併が地域住民のための合併であったという合併として

スタートできますよう、あと１年間、事務のいろいろなことを精査いた
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しまして、落ち度がないように、合併の３月27日には、晴れてみんなが

合併してよかったという気持ちで新しい第一歩を踏み出せるよう、あと

１年間のご努力をお願いしたいと思います。 
 本日は皆様方の苦労を多といたしまして、また１年間の職員のこれか

らの労苦をお願いいたしまして、ご挨拶とさせていただきます。本日は

ありがとうございました。 
（拍 手） 

 主催者の挨拶は終わりました。 
 続きまして、ご臨席を賜りましたご来賓の方より、ご祝辞をいただき

たいと存じます。本日ご出席を予定しておりました千葉県知事堂本暁子

様でございますが、公務のため欠席されております。代理といたしまし

て、千葉県総務部理事松原延治様にご出席いただいておりますので、ご

紹介申し上げます。お願いいたします。 
 県の総務部におります松原と申します。知事に代わりまして、一言お

祝いを申し上げさせていただきたいと思います。 
 ただいま成東町・山武町・蓮沼村・松尾町の合併協定の調印が滞りな

く終了いたしましたこと、まことにおめでとうございます。これもひと

えに、大髙町長さん、松下町長さん、浪川村長さん、古谷町長さん初め、

協議会の委員の皆様、あるいは議員の皆様、あるいは住民の皆様、職員

の皆様のご努力の賜物であるというふうに感じている次第でございま

す。 
 合併の重要性につきましてはいまさら申し上げることもございません

けれども、皆さんが重要なことを認識した上で、県内におきましてもい

ろんな動きがございました。その中で、うまくまとまったところ、いろ

んな状況の中でうまくいかなかったところと、多々ございます。当山武

地域につきましても、皆様ご承知のとおり、さまざまな動きがあったわ

けでございますけれども、そういうような状況を踏まえた中で、成東町・

山武町・蓮沼村・松尾町の４自治体が本年の２月に合併協議会を立ち上

げて、限られた時間の中ではございますけれども、真摯に熱心に議論を

重ねられまして、本日のこの調印式の日を迎えたわけでございますけれ

ども、これは県内の市町村あるいは日本の自治体にとっても、非常に有

意義なことだというふうに考えている次第でございます。 
 今後は、当地域は九十九里平野あるいは九十九里浜を初めといたしま

して、非常に地域資源に恵まれた土地柄でございますので、皆さんのお

力でこの地域資源を活用しました新しい山武市のまちづくりをしていた

だければというふうに願っております。県といたしましても、できる限
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りのご支援はさせていただくつもりでおります。 
 終わりになりますけれども、新しい山武市の発展のために引き続き皆

様方のご尽力を賜れば幸いだというふうに考えている次第でございま

す。 
 本日はまことにおめでとうございました。 

（拍 手） 
 ありがとうございました。 
 以上で、合併協定調印式の日程は滞りなく終了いたしました。本日は

年度末のお忙しい中、合併協定調印式にご臨席を賜りまして、まことに

ありがとうございました。 
 これをもちまして、成東町・山武町・蓮沼村・松尾町合併協定調印式

を閉じさせていただきます。ご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


